
後シテ（朱雀神） シテツレ（阿部正弘公）と花の精 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福山城築城４００年記念  

 能楽交流コンサート 第 10 回 福山藩江戸藩邸 

会 場：誠之小学校 体育館 東京都文京区西片 2-14-6 

日 時：2022 年 4月 3日（日）11：00～12：40 
 

【新型コロナウイルス感染対策のため、下記の事項にご協力ください。】 

・体調の悪い方のご入場はご遠慮下さい。・入場時に手指の消毒をお願いします。 

・館内では不織布マスク着用をお願いします。 

 

 

 
   お 話「福山藩阿部家と西片町」 講師 阿部正実 

福山藩の初代藩主水野勝成は徳川家康の従弟でした。水野家が 5 代で断絶後、徳川の 

信頼が厚かった阿部家が西国の外様に対する守りのため明治維新に至るまで 10 代にわたり 

福山藩主を務めました。 

現在の東京都文京区西片は徳川の幕閣を務めた阿部家の江戸藩邸跡で、現在も福山ゆかり 

の誠之小学校などがあります。２０１８年には文京区と福山市は「相互協力に関する協定」 

を結びました。 

徳川家康が今川の人質になった時代から江戸幕府、開国、明治維新、そして戦前戦後にわた

る福山と西片相互の繋がりについての興味深いお話です。 

能囃子コンサート 【番 組】  

・紙芝居「福 山」 大島衣恵 大島薫子 

・居囃子「福 山」 シテ 大島政允 

・お囃子レクチャー 

・舞囃子「神 楽」 シテ 大島衣恵                                           

     ・舞囃子「福 山」 朱雀 大島輝久 阿部正弘の精 大島伊織    

 地謡 大島衣恵 大島薫子  

【 囃子方】 森田流 笛方 森田保美  大倉流小鼓方 久田舜一郎 

             石井流大鼓方 谷口正壽  金春流太鼓方 梶谷英樹 

  

主催／喜多流大島能楽堂 広島県福山市光南町 2-2-2 ℡Fax 084-923-2633 

http://www.noh-oshima.com osimano@orange.ocn.jp 

共催／福山城築城 400 年記念事業実行委員会 

後援／東京都文京区 文京区西片町会 福山文化連盟 福山喜多会    

協力／誠之学友会 

 

 

 

 

 

新作能「福山」について 

 ２０１６年の福山市市制施行１００周年を記念して創作初演された能です｡福山城を舞台に， 

初代藩主水野勝成，幕末の藩主阿部正弘が現代に姿を現し，その志を人々に伝え，さらに， 

福山を守護する朱雀神が天空を舞い，福山の未来，若者たちの行く末を祝福する物語です。 

  

                      【お知らせ】 

            福山城築城 400 年記念 特 別 能 公 演 

         と き：2022 年 10 月 29 日（土）午後 2 時開演 

場 所：ふくやま芸術文化ホール リーデンローズ  

                   番 組 

能「翁」 翁 大島輝久  三番叟 野村萬斎  

頭取 大倉源次郎   大鼓 亀井広忠  笛 杉信太朗 他 

                  新作能「福山」 

シﾃ(水野勝成) 大島政允 後ｼﾃ(朱雀神) 大島輝久 

   ｼﾃﾂﾚ(阿部正弘) 大島衣恵  

                    笛  森田保美 小鼓 久田舜一郎  

大鼓 谷口正壽 太鼓 梶谷英樹 他 

前シテ（水野勝成公） 

http://www.noh-oshima.com/
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明治維新後、福山藩士であった大島七太郎が師匠の跡を継ぎ、十四世宗家喜多六平太に師事し、備後地方一円

に能楽を普及させました。 

   大正３年、七太郎の長男寿太郎は新馬場町(現 霞町)に能舞台を建て、演能活動を活発に行い、風光明媚な鞆

の浦を題材に、新作能「鞆浦」を創作演能しました。 

その後、寿太郎の三男久見が三代目となり、福山空襲で焼け野原になった福山にいち早く能舞台を再建。昭和

４６年には、全国的にも珍しい個人での本格的な能楽堂(３階建て、約 3４0 席)を建設。平成 15年には展示サ

ロン室「樫木端(かしのきばな)」を設けました。 

現在、四代目当主・政允を中心に五代目・輝久、衣恵（喜多流初の能楽師）と共に、日本の伝統文化の啓蒙、

地方文化の向上、発展に努めています。 

  

 

沼名前神社能舞台は、豊臣秀吉が移動式能舞台

として造ったと伝えられる珍しいものです。 

福山城築城時に２代将軍徳川秀忠より初代福

山藩主・水野勝成が伏見櫓とともに譲り受け、城

内や下屋敷などで演能したと伝えられています。     

そして、三代藩主・水野勝貞が鞆の沼名前神社に

寄進し、現在に至っています。この移動式舞台は

全国でここだけに残っており、国指定(昭和 28

年)の重要文化財となっています。 
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江戸時代から昭和21年頃までは能舞台として

盛んに使用されていました。現在、橋掛かり、楽

屋はなく舞台のみ残っています。 

 


